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Ｈ８Ｓ／２２３８、Ｈ８Ｓ／２６３３、ＳＨ７０４４、ＳＨ７０４７ ＣＰＵボード用 
 絶縁Ｉ／Ｏ拡張ボード取扱説明書   

初版 ２００３．０１．２２ 
第２版 ２００３．１２．１８ 参照プログラム変更、入出力回路図追加 
第３版 ２００４．６．３   局番変更、他 
第４版 ２００５．２．１４  遅延時間データ追加 
第５版 ２００５．４．１４  発行元イエローソフト変更、他 
第６版 ２００５．８．８  SH7044のサンプル修正 

      

ＹＨＡ－２３                     有限会社イエローソフト 

 
●概要 
本ボードはホトカプラ入力１７ビット、ホトカプラ出力１６ビット オープンコレクタ 合計３３ビット
の絶縁Ｉ／Ｏボードです。８ビット単位でのアクセスです。当社製Ｈ８Ｓ／２２３８、Ｈ８Ｓ／２６３３、
ＳＨ７０４４、ＳＨ７０４７ ＣＰＵボードの上にＰＣ１０４用コネクタで重ねて使用します。最大４枚ま
で重ねられ、重ねてもＣＰＵの信号線はそのままＩ／Ｏの上にでています。ＣＰＵと同じサイズでコンパク
ト、ローコストですので試作から量産品までそのまま使用することができます。   
 
●特徴 
ａ）１枚で入力１７ビット、出力１６ビットのＩ／Ｏが絶縁制御できます。ＣＰＵボードにピンヘッダを半田
付けし、その上に重ねて使用します。ホトカプラの制御には汎用ＩＯのＭＳＭ８２Ｃ５５を使用しています。 
ｂ）入力、出力とも端子状態で点灯するインジケータＬＥＤ付きで、動作が目で確認できます。入力はホトカ
プラ入力端子が外部電源のＧＮＤと接続された状態で緑のＬＥＤ点灯、出力はオープンコレクタ出力ＯＮで赤
のＬＥＤ点灯です。ＬＥＤを点灯させない選択も可。 
ｃ）デイップスイッチでボードアドレスを設定できますので、おなじボードでもアドレスを分けて最大４枚（入
力６４+１ビット、出力６４ビット)まで重ねてＩ／Ｏ制御が可能です。 
ｄ）出力ホトカプラはダーリントンオープンコレクタ出力です。 
ｅ）入力コネクタは２６ピン、出力コネクタは２０ピンと差をつけ誤挿入のない構造です。  
 
●外形寸法、消費電流 
７９×８７ｍｍ (ＣＰＵボードと同じサイズ)   
電源 はＣＰＵボードと重ねることによりＣＰＵ側から供給されます。Ｉ／Ｏボードの消費電流は １００ｍＡ
以内（無負荷時）。３．３Ｖでの動作は保証できません。 
 入力ホトカプラの電源ＥＸＴＶは+１２～２４Ｖ １００ｍＡ以上を用意して下さい。 
 出力ホトカプラは東芝製ＴＬＰ５２３相当を使用して、耐圧５５Ｖ、出力電流１５０ｍＡまでの使用が可能
です。 



 2

 



 3

●入力コネクタ 
＊ＣＮ４ １７ビット入力ポート  ２．５４ｍｍピッチ２列×１３＝２６ピン  
 基板上コネクタ:ライトアングルタイプピンヘッダ  HIF3FC-26PA-2.54DS   
 対応ソケット  : HIF3BA-26D-2.54R（誤挿入防止ｶﾞｲﾄﾞ付き）または 
        HIF3BA-26D-2.54R-CL（引き抜きﾀﾌﾞ付き）など 
        いずれもヒロセ電機株式会社製  
  
  名称 ピ ン番

号 
名称 

１ ＩＮ０（ＰＡ０）＊１ ２ ＩＮ１（ＰＡ１）＊１ 
３ ＩＮ２（ＰＡ２）＊１ ４ ＩＮ３（ＰＡ３）＊１ 
５ ＩＮ４（ＰＡ４）＊１ ６ ＩＮ５（ＰＡ５）＊１ 
７ ＩＮ６（ＰＡ６）＊１ ８ ＩＮ７（ＰＡ７）＊１ 
９ ＩＮ８（ＰＢ０）＊１ １０ ＩＮ９（ＰＢ１）＊１ 

１１ ＩＮ１０（ＰＢ２）＊１ １２ ＩＮ１１（ＰＢ３）＊１ 
１３ ＩＮ１２（ＰＢ４）＊１ １４ ＩＮ１３（ＰＢ５）＊１ 
１５ ＩＮ１４（ＰＢ６）＊１ １６ ＩＮ１５（ＰＢ７）＊１ 
１７ ＩＮ１６（＿ＩＲＱｘ）＊２ １８  
１９  ２０  

２１  ２２  
２３  ２４  
２５ ＥＸＴＶ ＊３ ２６ ＥＸＴＶ ＊３ 
＊１ カッコ内は対応する８２Ｃ５５（Ｕ４）のポート名。 
＊２ カッコ内は対応するＣＰＵボードポート名。それぞれ以下になります。 
 Ｈ８Ｓ／２２３８：Ｐ１４／＿ＩＲＱ０ 
 Ｈ８Ｓ／２６３３：Ｐ３２／＿ＩＲＱ４ 
 ＳＨ７０４４  ：ＰＡ９／＿ＩＲＱ３ 
 ＳＨ７０４７  ：ＰＢ５／＿ＩＲＱ３ 
＊３ ＥＸＴＶは１２～２４Ｖ、１００ｍＡ以上の電源を接続して下さい。 
 
●出力コネクタ 
＊ＣＮ１  １６ビット出力ポート ２．５４ｍｍピッチ２列×１０ ＝ ２０ピン  
 基板上コネクタ:ライトアングルタイプピンヘッダ  HIF3FC-20PA-2.54DS   
 対応ソケット  : HIF3BA-20D-2.54R（誤挿入防止ｶﾞｲﾄﾞ付き）または 
                       HIF3BA-20D-2.54R-CL（引き抜きﾀﾌﾞ付き）など 
       いずれもヒロセ電機株式会社製。   
 

出力ポートは全てダーリントントランジスタオープンコレクタです。東芝製ＴＬＰ５２３相当（最大
耐圧５５Ｖ、最大出力電流１５０ｍＡ）使用。  

  
 名称 ピ ン番

号 
名称 

１ ＯＵＴ０（ＰＡ０）＊１ ２ ＯＵＴ１（ＰＡ１）＊１ 
３ ＯＵＴ２（ＰＡ２）＊１ ４ ＯＵＴ３（ＰＡ３）＊１ 

５ ＯＵＴ４（ＰＡ４）＊１ ６ ＯＵＴ５（ＰＡ５）＊１ 
７ ＯＵＴ６（ＰＡ６）＊１ ８ ＯＵＴ７（ＰＡ７）＊１ 
９ ＯＵＴ８（ＰＢ０）＊１ １０ ＯＵＴ９（ＰＢ１）＊１ 
１１ ＯＵＴ１０（ＰＢ２）＊１ １２ ＯＵＴ１１（ＰＢ３）＊１ 
１３ ＯＵＴ１２（ＰＢ４）＊１ １４ ＯＵＴ１３（ＰＢ５）＊１ 

１５ ＯＵＴ１４（ＰＢ６）＊１ １６ ＯＵＴ１５（ＰＢ７）＊１ 
１７  １８  
１９ コモン ＊２ ２０ コモン ＊２ 
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＊１ カッコ内は対応する８２Ｃ５５（Ｕ３）のポート名。 
＊２ コモンは外部電源のＧＮＤに接続して下さい。 
 
●使用方法 
ａ）使用前準備 
 初めにＣＰＵボードにＩ／Ｏボード添付の５０ピン、４０ピンのピンヘッダを半田付けします。注意点は 
 １）ピンヘッダは長い方を部品面にする。 
 ２）ピンヘッダは基板に対して垂直に半田面側から半田付けする。 
です。（下図参照） 

 
 
ピンの短い方を半田面にし、半田付けする。 
 
 半田付けのこつはまずピンヘッダの両端のピンを仮半田付けし、ＣＰＵ基板に対し浮いている部分が無いか、
垂直になっているか確認し、ＯＫであれば残りのピンを全て半田付けします。もしくは、Ｉ／Ｏボードを部品
面より重ねてしまってから半田付けします。 
 
 垂直でなく半田付けされたピンヘッダではＩ／Ｏボードを部品面より重ねることができません。また、その
修正は大変な労力を要しますので注意して作業して下さい。 
 
 半田付けが終了しましたら、ＣＰＵボードとＩ／Ｏボードを重ね合わせます。ＣＰＵボードのピンヘッダと
Ｉ／Ｏボードのコネクタ間に隙間が無いように挿入します。４隅をネジ止めする場合、１４ｍｍのスペーサー
を使用します。Ｉ／Ｏボードの上にまたＩ／Ｏボードなどを重ねる場合、隙間が開くのが正常です。スペーサ
ーは１５．５ｍｍのものを使用します。 
 

 
 
 次にＤＩＰ－ＳＷでボードのアドレスを設定します。このアドレスは１つの基板に対して１つ割り振る必要
があります。１，２，３，４まで選択できますので、合計４枚まで重ねることが出来ます。 
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 ＬＥＤ点灯、非点灯選択ジャンパー 
 

   
   
  ＤＩＰ－ＳＷ 
 
ａ）アクセスアドレス 
アドレスは＿ＣＳｘをベースにＤＩＰ－ＳＷで設定したアドレスがスタートアドレスとなります。ＣＰＵボ
ードごとに＿ＣＳｘのアドレスは違います。 
 
Ｈ８Ｓ／２２３８、Ｈ８Ｓ／２６３３ ＣＰＵボードの場合  
ＣＮ１（２０ピン） ＰＡ（Ｕ３） ＯＵＴ０～７アドレス Ｈ’４０Ｘ０００ 
ＣＮ１（２０ピン） ＰＢ（Ｕ３） ＯＵＴ８～１５アドレス Ｈ’４０Ｘ００１ 
ＣＮ１（２０ピン） ＰＣ（Ｕ３） 未使用 Ｈ’４０Ｘ００２ 
ＣＮ１（２０ピン） Ｕ３コントロールワードアドレス Ｈ’４０Ｘ００３ 
 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＡ（Ｕ４） ＩＮ０～７アドレス Ｈ’４０Ｘ００４ 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＢ（Ｕ４） ＩＮ８～１５アドレス Ｈ’４０Ｘ００５ 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＣ（Ｕ４） 未使用 Ｈ’４０Ｘ００６ 
ＣＮ４（２６ピン） Ｕ４コントロールワードアドレス Ｈ’４０Ｘ００７ 
 
ＳＨ７０４４ ＣＰＵボードの場合  

ＣＮ１（２０ピン） ＰＡ（Ｕ３） ＯＵＴ０～７アドレス Ｈ’８０Ｘ０００ 
ＣＮ１（２０ピン） ＰＢ（Ｕ３） ＯＵＴ８～１５アドレス Ｈ’８０Ｘ００１ 
ＣＮ１（２０ピン） ＰＣ（Ｕ３） 未使用 Ｈ’８０Ｘ００２ 
ＣＮ１（２０ピン） Ｕ３コントロールワードアドレス Ｈ’８０Ｘ００３ 
 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＡ（Ｕ４） ＩＮ０～７アドレス Ｈ’８０Ｘ００４ 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＢ（Ｕ４） ＩＮ８～１５アドレス Ｈ’８０Ｘ００５ 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＣ（Ｕ４） 未使用 Ｈ’８０Ｘ００６ 
ＣＮ４（２６ピン） Ｕ４コントロールワードアドレス Ｈ’８０Ｘ００７ 
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ＳＨ７０４７ ＣＰＵボードの場合  
 
ＣＮ１（２０ピン） ＰＡ（Ｕ３） ＯＵＴ０～７アドレス Ｈ’２２Ｘ０００ 
ＣＮ１（２０ピン） ＰＢ（Ｕ３） ＯＵＴ８～１５アドレス Ｈ’２２Ｘ００１ 
ＣＮ１（２０ピン） ＰＣ（Ｕ３） 未使用 Ｈ’２２Ｘ００２ 
ＣＮ１（２０ピン） Ｕ３コントロールワードアドレス Ｈ’２２Ｘ００３ 
 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＡ（Ｕ４） ＩＮ０～７アドレス Ｈ’２２Ｘ００４ 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＢ（Ｕ４） ＩＮ８～１５アドレス Ｈ’２２Ｘ００５ 
ＣＮ４（２６ピン） ＰＣ（Ｕ４） 未使用 Ｈ’２２Ｘ００６ 
ＣＮ４（２６ピン） Ｕ４コントロールワードアドレス Ｈ’２２Ｘ００７ 
 
Ｘ：ＤＩＰ－ＳＷ  番号１ ＯＮのとき１ 
    番号 ２ ＯＮのとき２ 
    番号 ３ ＯＮのとき４ 
    番号 ４ ＯＮのとき８  
 
例えばＣＰＵボードがＨ８Ｓ／２６３３でＤＩＰ－ＳＷ １をＯＮの時はＨ’４０１０００ ＝ ＣＮ１ 
ＯＵＴ０～７のアドレス となります。 
このアドレスは固有のもので複数枚重ね合わせる場合、だぶらないように注意して下さい。また、１枚の基
板で同時に２つ以上ＯＮにしないで下さい。 
 
ｂ）コントロールワードの設定  
 ホトカプラの制御は汎用ＩＯのＭＳＭ８２Ｃ５５を使用しています。基本的にはコントロールワードで各ポ
ート（Ａ，Ｂ，Ｃ）の入出力を設定すれば、その後はリード、ライト命令でポートへの出力、ポートの読み込
みができます。絶縁Ｉ／Ｏボードはホトカプラによって入出力が固定されていますので、コントロールワード
も固定です。Ｕ３側ＰＡ：出力、ＰＢ：出力、ＰＣＬ：出力、ＰＣＨ：出力で使用します。コントロールワー
ド＝０ｘ８０となります。Ｕ４側はＰＡ：入力、ＰＢ：入力、ＰＣＬ：出力、ＰＣＨ：出力で使用します。コ
ントロールワード＝０ｘ９２となります。コントロールワードは必ずこの２つを設定して下さい。ＰＣは１，
２とも未使用ですが、オープンとなっていますので、必ず出力に設定します。 
 
下記にＨ８Ｓ２６３３ ＣＰＵボードの場合の参考プログラムを示します。 
/* 
 H8S2633  
  入力１７、出力１６絶縁Ｉ／Ｏボードチェック 
*/ 
 
#include <stdio.h> 
 
//ext io 
 
#define PA1 (*((volatile unsigned char *)0x00401000)) 
#define PB1 (*((volatile unsigned char *)0x00401001)) 
#define PC1 (*((volatile unsigned char *)0x00401002)) 
#define PCW1 (*((volatile unsigned char *)0x00401003)) 
 
#define PA2 (*((volatile unsigned char *)0x00401004)) 
#define PB2 (*((volatile unsigned char *)0x00401005)) 
#define PC2 (*((volatile unsigned char *)0x00401006)) 
#define PCW2 (*((volatile unsigned char *)0x00401007)) 
 
#define PGDDR (*((volatile unsigned char *)0xfffe3f)) 
 



 7

#define WCRL (*((unsigned char *)0xfffed3)) 
 
void wait(unsigned short); 
 
main() 
{ 
unsigned char cf; 
 
 WCRL |= 0x30; //_CS2 3 ウエイト設定 
 PGDDR = 0x1c; //_CS2 アクテイブ 
  
 PCW1 = 0x80; //U3 82C55 コントロールワード設定 
 PA1 = 0xff; //ポート初期化 
 PB1 = 0xff; //ポート初期化 
 PC1 = 0; //未使用 
 
 PCW2 = 0x92; //U4 82C55 コントロールワード設定 
 PC2 = 0; //未使用 
 
 while(1) 
 { 
  PA1 = 0x55; //OUT0～7 に 0ｘ55 を出力 
  PB1 = 0x55; //OUT8～15 に 0ｘ55 を出力 
  wait(50); 
  PA1 = 0xaa; //OUT0～7 に 0xaa を出力 
  PB1 = 0xaa; //OUT8～15 に 0xaa を出力 
  wait(50); 
 
  cf = PA2; //IN0～7 を cf に入力 
  cf = PB2; //IN8～15 を cf に入力 
 } 
 
} 
 
下記にＳＨ７０４４ ＣＰＵボードの場合の参考プログラムを示します。 
 
/* 
  SH7044  2002.6.26 
  入力１７、出力１６絶縁Ｉ／Ｏボードチェック 
*/ 
 
#include <stdio.h> 
 
//ext io 82C55 
 
#define PA1 (*((volatile unsigned char *)0x00801000)) 
#define PB1 (*((volatile unsigned char *)0x00801001)) 
#define PC1 (*((volatile unsigned char *)0x00801002)) 
#define PCW1 (*((volatile unsigned char *)0x00801003)) 
 
#define PA2 (*((volatile unsigned char *)0x00801004)) 
#define PB2 (*((volatile unsigned char *)0x00801005)) 
#define PC2 (*((volatile unsigned char *)0x00801006)) 
#define PCW2 (*((volatile unsigned char *)0x00801007)) 
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//wait 
 
#define WCR1 (*((volatile unsigned short *)0xFFFF8624)) 
#define BCR1 (*((volatile unsigned short *)0xFFFF8620)) 
 
//port 
#define PACRL2 (*((volatile unsigned short *)0xFFFF838e)) 
 
 
void wait(unsigned short); 
 
 
main() 
{ 
unsigned char cf; 
 
 WCR1 &= 0xf0ff;  //_CS2 ウエイトクリア 
 WCR1 |= 0x0300;  //_CS2 3 ウエイト 
 PACRL2 &= 0x7fff; //_CS2 出力 PA6MD クリア 
 PACRL2 |= 0x2000; //      PA6MD セット 
 BCR1 &= ~0x0004;  //8 ビットバス 
 
//IO SET 
 
 PCW1 = 0x80;  //出力 U3 側 82C55 コントロールワード設定 
 PA1 = 0xff;  //ポート初期化 
 PB1 = 0xff;  // 
 PC1 = 0;  //未使用の PC は０をセット 
 
 PCW2 = 0x92;  //入力 U4 側 82C55 コントロールワード設定 
 PC2 = 0;  //未使用の PC は０をセット 
 
 while(1) 
 { 
  PA1 = 0x55; //OUT0～7 に 0ｘ55 を出力 
  PB1 = 0x55; //OUT8～15 に 0ｘ55 を出力 
  wait(50); 
  PA1 = 0xaa; //OUT0～7 に 0xaa を出力 
  PB1 = 0xaa; //OUT8～15 に 0xaa を出力 
  wait(50); 
 
  cf = PA2; //IN0～7 を cf に入力 
  cf = PB2; //IN8～15 を cf に入力 
 } 
 
} 
ｃ）プログラムで注意すべき点 
１．８２Ｃ５５はアクセスタイムが１５０ｎｓｅｃなので、ノーウエイトでアクセスすると動かないことがあ
ります。＿ＣＳｘのウエイトを調整して１５０ｎｓｅｃ以上を確保して下さい。但し、いずれのＣＰＵボ
ードも電源立ち上げ時の初期状態では充分なアクセスタイムが確保されています。 
   
２．ホトカプラの応答には大きな遅延時間があります。プログラムでデータを出力し、実際にそのデータがホ
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トカプラをへて出力されるまで、本ボードの場合、５０μｓｅｃ～程度あります。この間、マイコンは多
くの命令を実行できますから、データが既に出力されていると思い込むと思わぬミスが生じます。入力も
同様です。ホトカプラの遅延時間は負荷電流と使用温度で著しく変化しますので、お客様が使用される条
件を考慮し、充分なマージンを見たプログラムを作成する必要があります。 
 
 

＊入力遅延時間（μｓ） ＥＸＴＶ＝１２Ｖ 

温度 ＭＩＮ Ｔｙｐｅ ＭＡＸ 

０℃ － ２０μｓ － 

２０℃ － ３０μｓ － 
８５℃ － ５０μｓ － 

＊入力ポート信号のレベル変化をソフトウエアで検出できる時間。 
 

＊出力遅延時間（μｓ）負荷電流 １０～６０ｍＡ 

温度 ＭＩＮ Ｔｙｐｅ ＭＡＸ 
０℃ － １５μｓ － 
２０℃ － ２０μｓ － 
８５℃ － ３０μｓ － 

＊ソフトウエアで出力ポートに出力し、実際に負荷端でレベルが変化する時間。 
 
●ＬＥＤの点灯、非点灯 
 本ＩＯボードは入出力の状態がＬＥＤにて外部より目視確認できます。状況により、ＬＥＤを点灯させたく
ない場合、ジャンパーを切り替えて下さい。 
 JP1 
 １２ 

 
３４（基板上シルクには無いので注意して下さい） 

 
 ＬＥＤ点灯モード ：ＪＰ１ １，２ショート（出荷時設定） 
 ＬＥＤ非点灯モード：ＪＰ１ ３，４ショート 
 
●使用上のご注意 
環境の悪いところ（ﾉｲｽﾞ、油、ほこり、塵、高温）での使用はお止め下さい。 

 
●お問い合わせ 
 絶縁Ｉ／Ｏボード についてのお問い合わせは以下にお願い致します。 

お問い合わせ内容 会社名 電話番号 ＦＡＸ番号 

全般 有限会社イエローソフト ０４２－９８５－３１１８ ０４２－９８５－３１２８ 
ハードウエア、カ
スタム仕様 

有限会社ビーリバーエレクトロニ
クス 

０４２－９８５－６９８２ ０４２－９８５－６７２０ 

販売代理店、部品 サンデン商事株式会社（担当：譜久
山 ふくやま） 

０３－３２５５－４０８１ ０３－３２５１－１８５８ 

販売代理店 ツクモ電機  パソコン本店３Ｆ 
ロボット王国 
 

０３－３２５１－０９８７ ０３－３２５１－０２９９ 

ハードウエアマニ
ュアル、プログラ
ミングマニュアル
などの入手先 

株式会社 ルネサステクノロジ 営
業本部 営業企画統括部   カスタ
マサポート部 
 窓口：（株）ルネサス小平セミコン 

０３－５２０１－５１８９ ０３－３２７０－３２７７ 
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各会社のホームページ、住所、他 
会社名 ホームページ（メールアドレス） 住所 他 

有限会社イエロ
ーソフト 

                    
http://www.yellowsoft.com/ 

〒３５０－１２１３ 
埼玉県日高市高萩６２４
－７ 高萩駅前ビル３Ｆ 

本ボード使用開発セット
製造、Ｃコンパイラ製造、
発売元 

有限会社ビーリ
バーエレクトロ
ニクス 

 
http://beriver.co.jp/ 

〒３５０－１２１３ 
埼玉県日高市高萩５９０
－８ 

ハードウエア設計、製造
元 

サンデン商事株
式会社    

メールアドレス：sanden@cc.mbn.or.jp 
 
 

〒１０１－００２１    
東京都千代田区外神田３
－１１－２ ロックビル 

秋葉原地区代理店、各種
部品、ハーネスアッシー
など販売 

ツクモ電機 パ
ソコン本店３Ｆ 
ツクモロボット
王国 

 
http://www.rakuten.co.jp/tsukumo/ 

〒１０１－００２１ 
東京都千代田区外神田 
１－９－７ 

秋葉原地区代理店、ネッ
ト販売 

株式会社 ルネサ
ス テ ク ノ ロ ジ 
営業本部 営業
企画統括部 カス
タマサポート部 

http://www.renesas.com/jpn/ 〒 １ ０ ０ － ０ ０ ０ ４  
東京都千代田区大手町２
－６－２（日本ビル） 

ハードウエアマニュア
ル、プログラミングマニ
ュアル入手先 
 

 


